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1。 はじめに

愛知教育大学で、キャリア支援センター主催の教員採

用試験の面接対策講座を受講した学生の話を聞いてい

ると「ボランティア活動」を使い、志望動機や自己PR

している者が多い。学生と話をしていると、「教員採用試

験でボランティア活動が聞かれるから一日だけボラン

ティアをした」と言う学生や、また、名古屋市の教育委

員会が主催する「なごや教師養成塾」ように、「教師塾」

に一定期間参加することで、教員採用試験の一次試験の

教養試験が免除になることから「ボランティア活動」に

参加する学生もいる。

また、平成27 年度愛媛県の願書では、受験生に対し

てただ、ボランティア活動を記入させるだけでなく、1

～9 まで分類されたボランティア活動内容にレ印を付け、

その活動時期と活動内容を書くように指示している。ひ

とつの事例ではあるが、教員採用試験において、ボラン

ティア活動が受験者を判断するために重要な材料にな

っていることがうかがえよう。

ところで、ボランティアの定義の １ つとされるのが

「社会性」である。「社会性」は「奉仕性」という言葉で

も説明され、「『奉仕』において強調されているのは、『他

人のために』とい う『利他性』である」（中山　2006,

p. 148)。しかし、現在のボランティアを取り巻く状況は

複雑になってきており、ボランティアの特徴である「利

他性」だけでは説明できないほど多様化している。特に

大学生においては、「ボランティア活動は『利己的な動

機:52.3% 』が半数以上を占め」（柴田他2004,  p. 129)、

ボランティアは自分のためにや るものだとい うイメー

ジが顕著である。「その中でも『自分の役に立つと思った

から:18.7% 』の自己向上的な動機や『就職などで有利

になるようにしたいから:15.0% 』の手段的な動機を持

つ人が多数を占めている」（柴田他2004,  p. 129)。

簡潔にいうと、1995 年 １月の阪神淡路大震災でのボ

ランティアの活躍が注目され、「ボランティア元年」とも

呼ばれた年から20 年、「利他性」を１つの特徴するボラ

ンティア活動が大学生において、利己的な動機、言い換

えれば、「自分のため」、特に教員採用試験を有利に働か

せる手段として使われているのではないだろうか。

以上の関心から本論文では、ボランティア活動が教員

採用試験という就職活動を介することで、「誰かのため」

のボランティア活動から「自分のため」のボランティア

活動なっているのではないかとい う点を明らかにしよ

うとするものである。
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3． 大学生の教員採用試験における「ボランティア

活動」について

3-1. 教員採用試験の採用状況とボランティア活動の

関係性

1991 年に4.2 倍だった教員採用試験の競争倍率（文部

科学省調べ）が「バブル経済の崩壊」を契機に、2000 年

には、13.3倍に急激に上昇したものの、2001年から徐々

に減少し、2013 年現在においては5 ．8倍の競争倍率で

推移している。一方で、採用者数に占める新規学卒者の

比率の推移は1994 年から下がり始め、1995 年には

48.8% であったが、2002 年には23.3% にまで減少し、

競争陪率が減少した2013 年においても32.2% という低

い比率で推移し続けている。（表１参照）。



表１　教員採用試験の競争倍率と新規学卒者の比率

文部科学省，『教育委員会月報』 no.546～no.774(l995.

11～2014. 3).

こうした教員採用試験の競争倍率の低下に関わらず、

採用者数に占める新規学卒者の比率は少ないままであ

る。現役の大学生にとって厳しい採用状況が続くこの時

期、1996 年に教員採用等に関する調査研究者会議から

発表された、教員採用等の改善について「審議のまとめ」

を発端に、従来の筆記試験重視から人物重視の選考方法

へと見直しが進められた。選考方法の多様化・多元化な

ど採用試験の形態は大きく変容したのである。具体的に

は、新規学卒者と教職経験、民間経験を有するものそれ

ぞれに応じた選考方法の導入や、各県から「求める教師

像」の提示、１次試験から面接の実施、集団討論・集団

面接・個人面接・模擬授業など異なる様々な面接形式

等々である。

このような、「バブル経済の崩壊」を契機に教員採用試

験が変容している１つの形態に教員採用試験のために

しなければならない「ボランティア活動」の定着がある。

2006 年に行われた総務省の社会基本調査の「ボランテ

ィア活動に関する意識と年齢階級別行動者率」によれば、

2001 年の28.9% から2005 年の26.2% になり、ボラン

ティアの行動者率は減っている。しかし、ボランティア

経験のある大学生は、1997 年の40.7% から2005 年の

65.2% に増加していることが、2006 年に行われた独立

行政法人日本学生支援機構の「学生ボランティア活動に

関する調査報告書」からも分かる。この結果からも、「ボ

ランティア活動」の定着が読みとれる。

「ボランティア活動」におけるボランティアの定義は

一様ではないが、定義のひとつとされるのが前述のとお

り「利他性」である。その「利他性」にも関わらず、実

際の大学生のボランティア活動」は「他人のために」と

い うよりもむしろ「自分のために」にボランティア活動

をしている。教員採用試験における「ボランティア活動」

は、採用状況の悪化から、ボランティアの「利他性」の

意味から大きく離れた状況で定着していると推察され

る。

3-2. 分析の観点

教員採用試験における「ボランティア活動」を検討し

ていくにあたり、「ネタ作りためのボランティア活動」と

いう観点に着目したい。教員採用試験に合格するために、

面接や論作文での説得力をますネタ作りとして、「ボラ

ンティア活動」をしているということである。このよう

に考えることで、ボランティア活動の定着を単に、教員

採用試験においての採用状況の悪化した結果とみるだ

けでなく、面接や論作文で有利になるための手段として

観察することが可能となる。また、教員採用試験の面接

官や、教育委員会の求めているボランティア活動とは違

う形で、ボランティア活動が進められているということ

も考えることが出来る。そのため、以上の関心から、本

論文ではネタ作りのための「ボランティア活動」とい う

視点から分析を進める。

3-3. 検討の素材

検討にあたっては「教員養成セミナー」という雑誌を

使用する。

まず、「教員養成セミナー」を選んだ基準について説明

する。「教員養成セミナー」は、時事通信出版局から出版

される月刊誌である。選んだ基準として、３つ挙げられ

る。第１に、教員採用試験対策突破を目指す学生向けの

雑誌であるとい うことがある。本論文は大学生を対象と

しているため、学生向けに書かれている必要がある。第

２に、教員採用試験を特集している雑誌において、一番、

読者が多いことが挙げられる。 Amazon の売り上げラン

キング(Amazon 学校教育雑誌、2015.1.30 閲覧）でも、

学校教育雑誌のカテゴリーで売上２位を記録し、教員採

用試験の雑誌として知られる協同出版「教職課程」の売

上４位を上回っている。このことからも、より多くの学

生の目につく可能性が高い。第３に、筆者自身も教員採

用試験を受けるにあたり、愛読していたということもあ

る。筆者自身が読んでいたことで、教員採用試験を受け

る学生は、どの部分を中心に読んでいくのかを知った上

で調べることができるからである。

次に、「教員養成セミナー」の性質について説明する。

「教員養成セミナー」の３つの特徴からなる。教員養成

セミナーのホームページによると、１つ目に、「特集」と

して、教育現場の様子や重要課題を取り上げ、教師にな

る上で、知るべきテーマを示している。２つ目に、「情報

編」として、全国の教員採用試験に関する情報に加えて。

「学力」や「児童・生徒の問題行動」などに関する調査

の結果を取り上げている。３つ目に、「学習編」として、

教員採用試験で出題される教職教養・一般教養の重要事

項を中心に取り上げている（時事通信出版局　教員養成

セミナー、2015.1.30 閲覧）。

4。検討の結果

4-1. 教えることに焦点が当てられた「ボランティア

活動」の登場(1995～1999)

まず、1995年から1999 年は、教えることに焦点が当



てられた「ボランティア活動」が登場している。この時

期は、「自分のため」よりもむしろ、子どもたちのため、

「他人のため」にボランティア活動が求められている。

最近、一部の都道府県で、ボランティアなど社会

奉仕の活動状況を高校入学者の選抜の資料として

採用する傾向がある。ボランティア活動は、阪神・

淡路大震災で一層私たちに身近な話題となったの

で、論作文の出題テーマとしても注意が必要である。

社会奉仕活動の大切さを教えることの意義は今後

ますます重視されるがそれに従って、その活動の意

義や経験の有無を尋ねられる傾向も強まるだろう

（教員養成セミナー　1995,  8, p.86・87）。

つまり、阪神淡路大震災をきっかけに、ボランティア

活動が注目されるようになり、子どもたちに「社会奉仕

活動」の重要性を教えなければならなくなったため、ボ

ランティア活動をするということなのである。

他方、「教員養成セミナー」の中に載せられている合格

体験記では、子どもたちにボランティア活動を教えるた

めというよりもむしろ、ボランティア活動に行って、評

価されたことに注目が集まっている。

私が一番アピールしたのは、一所懸命部活をやっ

たことなのですが、それから阪神淡路大震災で一週

間ほどボランティアに行ったことについて、かなり

詳しく話を聞かれました。面接官には、積極性が評

価されたんじやないかと思います（教員養成セミナ

ー　1996, 2 ， p.46)。

その理由として、1996 年に教員採用試験における「人

物重視」への転換がなされたことがある。「人物重視」に

よって、教員の資質の向上が強く求められ、ボランティ

ア活動が評価されるようになったのである。

4-2. ネタ作りのための「ボランティア活動」の定着

（2000 ～2010 ）

2000 年からは、ネタ作りのための「ボランティア活

動」が定着するようになる。「ネタ」とは、ボランティア

活動の体験をまとめ、面接・論作文の説得力を増す「材

料」として使うという意味である。そして、あらかじめ

体験をまとめておくことで、教員としての資質が向上し

ていることをアピールするのである。１年ごとに、「素材」

「ネタ」「面接ノート」などのように言葉は変わっていく

ものの、いがに体験をまとめて、面接や論作文の「ネタ」

として、教員採用試験に利用していくかとい う言説が繰

り返されている。

自分の体験からネタを探す。自らの体験を基に実践

例を入れると入れないのとでは、採点者を引き付ける

度合いが異なってくる。学習指導や生徒指導の課題で

は、教育実習や講師の仕事を通じて、子どもたちとの

触れ合いから学んだことやボランティア活動で心に

残ったことなど思い返してみよう（教員養成セミナー

2005, 9, p.47)・

面接ノートを作ろう。人間性を育てるためには、教

育実習やボランティア活動に行ったときのことや、講

師経験者なら子どもと接しているときのことなど、毎

日の生活を送る中で、気が付いたこと、感動したこと

をノートに書き留めておくのが有効です。どんな小さ

なことでも構いません。書き込みの数が増えるにつれ

て、子どもを見る目が養われ、人間性を広げることに

つながります。（中略）例えば、「ボランティア活動や教

師として子どもと触れ合う中で、なかなかコミュニケ

ーションが取れない子どもがいたけれど、周囲の人や

先生にアドバイスをもらってやってみたら、うまくい

った」という状況は、自分のステップアップにもつな

がります。こうして蓄積したものが、そのまま面接へ

向けての資料になります（教員養成セミナー　2006,  1

2， p.55)・

要するに、2000 年から2010 年においては、「ネタ」

としてのボランティア活動を行っており、「他人のため」

のボランティア活動よりもむしろ、「自分のため」にボラ

ンティア活動をしていると言えるのである。

一方で、1995 年の教えることに焦点が当てられた時

代から、ただボランティア活動の経験をするのではなく、

教育問題につなげたり、学校教育にどう生かすかを考え

なければならいとい う表現が少しずつ確認されていた。

たとえ、剣道三段の腕前であろうと、ボランティア活

動で相手に感謝された体験があるからといっても、そ

れは単なるあなたの特技や資格にすぎません。特技や

趣味・経験をアピールするなら、それらを教育の現場

で具体的にどう生かそうと考えているのかまで記述

する必要があります（教員養成セミナー　2004,  6, p.

69-70) 。

4-3. 教師として生かす「ボランティア活動」への発展

(2011 ～2014)

2011 年以降になると、教師として生かすためのボラ

ンティア活動へと発展した。その根拠として、2011年か

ら、「自己分析」という言葉が特集され「ボランティア活

動」と一緒に使われていることが挙げられる。例えば、

自己分析とは、「本来、『自分がどのようになりたいか』

とい う『未来』を考えるための分析」（教員養成セミナー

2012, 6, p.4) ということである。それに対して、多く

の人が「自分はこんなことをしてきた」という「過去」

ばかりに目を向けているという。そして、採用する側が



知りたいのは、「この人が教師になったら、どのように活

躍してくれるのか」とい うことである。

自己分析が「大学時代に子どもと触れ合うボランテ

ィア活動をした」とい うような、過去を整理するだけ

のレベルにとどまっていては、効果的な自己ＰＲにつ

なげることはできません。「そのボランティア活動か

ら何を学び、教師の仕事でそれをどう生かすか」とい

う、教師になった後のことまで目を向ける必要がある

のです。過去を掘り下げることは、プロセスの１つに

すぎません。自己分析においては、「自分のこの長所は

教師の仕事で生かせる」「教師として必要な能力を補

うために、今からこのような努力を始めよう」といっ

た仕事目線になれるかどうかが合否を分けると言っ

ても過言ではありません。過去の経験を教師の仕事で

どう生かしていくのかとい う、未来を見据えた自己分

析をしていきましょう（教員養成セミナー　2012,  6,

p.4)。

背景には、教育委員会が出す「求める教師像」がある。

「求める教師像」とは、1999 年、教育職員養成審議会第

三次答申 「養成と採用・研修との連携の円滑化について。

において、教員採用試験の透明化が求められることから

提示されたものである。教員採用試験を透明化するにあ

たり、各県の「求める教師像」も明らかにしようという

ことである。「教員養成セミナー」においても、2000 年

ごろから「求める教師像」が特集されはじめ、2010 年か

ら、都道府県情報として、「求める教師像」が提示され

ている。他方、布村によると、「求める教師像」の提示に

よって、選考方法の多様化による、様々な人材が教員に

なる可能性を拡大しようとする目的が弊害されている

という。簡潔にいうと、教育委員会の多くが、「求める教

師像」を提示することで、採用段階で共通の教員に資質

を前提とした選考を行っているため、多面的な評価によ

って、より精選された一つの教員像の可能性を追究しよ

うとしているとさえいえるとい うのである（布村2013,

111･112)。要するに、多様な評価があるのにも関わらず、

最終的には １つの教員像の可能性を追究しようとして

いることから、「求める教師像」に合わせてボランティア

活動が行われていると言えるのである。この変遷は、「ボ

ランティア活動」をした上で、教師としての生かし方を

考えなければ教師の資質能力があると判断されなくな

ったとも言える。要約すると、2011 年以降は、「自分の

ための」のボランティア活動が、結果的に、「教師として

生かす」という視点が入ることで子どものために、「他人

のために」するボランティア活動になったと言える。し

かし、結局は、「求める教師像」に沿う形でボランティア

活動をしているのだから、「自分のため」にしているとも

解版できるのである。

5。 まとめ

結論を言うと、1995年から1999 年の教えることに焦

点が当てられた「ボランティア活動」に、2000 年には、

ネタ作りのための「ボランティア活動」に、2011 年から

教師として生かす「ボランティア活動」に変わっていっ

た。要するに、1995 年においては、子どもに「教えるこ

と」に焦点が当てられ「他人のため」のボランティア活

動だったが、2000 年から「ネタ」とい う側面が出て、「他

人のため」のボランティア活動が「自分のため」になり、

2011 年から「教師として生かす」とい う視点が出て、再

び「他人のため」の側面が強くなったのである。しかし、

2011 年以降においては、「求める教師像」に即してボラ

ンティア活動をしている点においては、「自分のため」の

ボランティア活動が継続しているとも言えるのである。

加えて、「ボランティア活動」は教員の資質能力と大き

く繋がっている。 1999 年までは、教員の資質能力は関

係していなかったが、2000 年から「ボランティア活動」

をすることで、資質能力があると判断されるようになり、

2011 年からは、「ボランティア活動」にプラスして、教

師としてどう生かすかを加えることで、資質能力をアピ

ールすることができるようになったのである。簡潔に言

うと、「ボランティア活動」が「ネタ」として求められ、

教師として必要とされる背景には、「ボランティア活動」

することで、教員の資質能力がつくと判断されるからで

ある。
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